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３
月
定
例
会
は
︑
平
成
ú÷
年
度
当
初

予
算
︑
平
成
ùĀ
年
度
補
正
予
算
︑
条
例

制
定
な
ど
úù
議
案
の
提
案
が
あ
り
︑
慎

重
な
審
議
の
う
え
︑
す
べ
て
可
決
と
な

り
ま
し
た
︒

ま
た
︑
平
成
ú÷
年
度
予
算
は
︑
予
算

特
別
委
員
会
を
設
置
し
︑
５
日
間
に
わ

た
り
審
議
を
お
こ
な
い
ま
し
た
︒

３
月
定
例
会
初
日
に
は
︑
町
長
の
施

政
方
針
演
説
が
お
こ
な
わ
れ
︑
代
表
者

質
問
に
５
会
派
︑
一
般
質
問
に
６
人
の

議
員
が
登
壇
し
︑
施
政
方
針
や
当
面
の

課
題
に
つ
い
て
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
︒

３月定例会 ２月26日～３月23日平成30年度 会計別予算

˜ग़ʢతผʣࡀ˜ ࡀ ೖ
住民１人あたり
��ສԁ

（　）内の％は、一般会計の合計に占める割合
議会費

1億2,089万円
（1.7%）

衛生費
5億5,514万円（7.8%）

労働費
364万円（0.0%）

公債費（借入返済金）
3億9,321万円（5.5%）

教育費
9億6,382万円
（13.6%）

土木費
6億1,906万円
（8.7%）

消防費
4億7,081万円
（6.6%）

予備費
2,500万円（0.4%）

総務費
11億7,259万円

（16.5%）

商工費
2億1,479万円
（3.0%）

農林水産業費
1億1,863万円
（1.7%）

民生費
24億5,242万円

（34.5%）

町債（借入金）
3億9,400万円（5.5%）

地方譲与税等
7,981万円（1.2%）
地方消費税交付金

4億6,934万円（6.6%）

諸収入
1億3,294万円（1.9%）

繰入金
3億7,349万円
（5.3%）

国庫支出金
4億6,447万円
（6.5%）

府支出金
4億361万円
（5.7%）

その他
1億2,937万円

（1.8%）

使用料及び
手数料
1億6,263万円
（2.3％）

分担金及び
負担金
321万円（0.0%）

町税
44億9,713万円

（63.2%）

会　　計 30年度 29年度 対前年度
増減率（％）

一 ൠ 会 計 ��ԯ�000ສԁ �3ԯ��00ສԁ ˛3��ˋ

特
別
会
計

国 民 ݈ ߁ อ ݥ ��ԯ�0�0ສԁ ��ԯ��00ສԁ ˛����ˋ

ࡾ ڷ ࢁ 財 産 ۠ ���ສԁ �3�ສԁ ���ˋ

հ ޢ อ ݥ �3ԯ���0ສԁ �3ԯ���0ສԁ ˛0��ˋ

ҩྍऀྸߴ期ޙ �ԯ�3�0ສԁ �ԯ ��0ສԁ 3�0ˋ
企
業
会
計

水 道 ࣄ 業 �ԯ����ສԁ �ԯ 3��ສԁ ���ˋ

Լ 水 道 ࣄ 業 ��ԯ����ສԁ ��ԯ����ສԁ ���ˋ

合　　計 ���ԯ��00ສԁ �3�ԯ����ສԁ ˛���ˋ
ˎສԁະຬはޒࣺ࢛入ʢ˛ʹֹݮʣ

一般会計　71億1000万円　対前年度比3.7％減↘
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●
認
定
こ
ど
も
園
の
条
例
制
定

平
成
30
年
４
月
か
ら
認
定
こ
ど
も
園

を
開
園
す
る
た
め
、
施
設
の
設
置
・
名

称
・
保
育
料
な
ど
に
つ
い
て
定
め
る
。

●
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
制
定

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

30
年
４
月
か
ら
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

事
業
者
の
指
定
事
務
を
町
が
実
施
す
る

こ
と
か
ら
、
人
員
や
運
営
の
基
準
な
ど

を
定
め
る
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

平
成
30
年
４
月
か
ら
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
入
所
の
国
保
住
所
地
特

例
者
が
��
歳
に
達
し
た
と
き
、
当
該
住

所
地
特
例
の
適
用
を
引
き
継
ぎ
、
従
前

の
住
所
地
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
と
な
る
よ
う
制
度
を
見
直
す
。

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

国
保
の
広
域
化
に
伴
い
、
平
成
30
年

４
月
か
ら
、
町
が
お
こ
な
う
「
国
民
健

康
保
険
」
を
「
国
民
健
康
保
険
の
事
務
」

と
し
て
、
位
置
づ
け
な
ど
を
改
正
す
る
。

西
ノ
口
１
号
線
か
ら
４
号
線（
佐
山
）

の
４
路
線
、
大
橋
辺
７
号
線
、
三
丁
２

号
線
・
３
号
線（
森
）、
併
せ
て
７
路
線

を
町
道
路
線
に
認
定
す
る
。

中
学
校
南
校
舎
の
外
壁
タ
イ
ル
の
浮

き
に
関
す
る
補
修
な
ど
に
つ
い
て
、
府

建
築
工
事
紛
争
審
査
会
に
仲
裁
の
申
請

を
お
こ
な
う
。

●
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

公
園
の
運
動
施
設
の
敷
地
面
積
割
合

を
１
０
０
分
の
�0
と
定
め
る
と
と
も
に
、

佐
古
内
屋
敷
公
園
の
移
転
に
よ
り
、
当

該
公
園
の
位
置
を
改
正
す
る
。

●
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の

一
部
改
正

基
準
政
令
で
定
め
て
い
る
配
偶
者
な

ど
の
扶
養
親
族
の
加
算
額
を
改
正
す
る
。

●
町
立
保
育
所
条
例
の
廃
止

町
立
保
育
所
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
に

移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
を
廃

止
す
る
。

݄͔̐Β࢝·Δ中学校給食

ফϙϯϓं

ொ
ಓ
࿏
ઢ
ͷ
認
定


ࡋ
ͷ
ਃ



ྫ
ͷ
੍
定
ɾ
վ
ਖ਼
な
Ͳ

ฏ��一ൠձܭͷओͳۀࣄ
˙ڧྗࡂԽ૯߹ۀࣄ� ̍ԯ����ສԁ
ࡂ行政ແઢの整備、૯߹܇ࡂ࿅の実施、ϋ
βーυマοϓの更新など
˙ܭࢢըਪਐۀࣄ� ����ສԁ
新֗ࢢ地の調ࠪや౦道路の整備
�ۀࣄ௨ਪਐަڞެ˙ ����ສԁ
新نόス路ઢのӡ行ิॿなど
�ۀࣄվֵਪਐߦ˙ ���ສԁ
中ԝ公民ؗվमの概算ࣄ費の算定

˙ফػցث۩ͷඋ� ����ສԁ
ফϙンϓं、Τアーςントのߪ入など

˙Ҭੜࢧ׆ԉۀࣄ� ���ສԁ
手ޠݴྫの੍定、手ڭ室の։࠵
˙පࣇɾපࣇޙอҭ� ���ສԁ
೦පӃへ委託هԬ本ژ
˙͜ͲԂڅ৯ʢ݄̐։࢝ʣ� ����ສԁ
˙͜ͲԂࢪઃඋ� ����ສԁ
とうͣΈこどもԂの設計、ࢁࠤอҭॴղ体ࣄ
˙தֶڅߍ৯ʢ݄̐։࢝ʣ� ����ສԁ
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༧ࢉಛผҕ員ձ

こども園施設整備など審議
�ٞҊΛ
ୗ

ɹ݄̏ఆྫձʹఏҊ͞Εͨɺฏ��༧ࢉΛ৹ٞ͢
ΔͨΊɺ̓ਓͷҕһͰߏ͢Δ༧ࢉಛผҕһձʢҕһ
ʹྛ٢Ұɺ෭ҕһʹ௩ຊࡾޒɺҕһʹத·͢Έɺ
দඌݑɺా ๕ҰʣΛઃஔ͠·ͨ͠ɻాؠथɺɺౡ࢚ߒޱ
ɹ݄̏��͔Β��ͷ෦ہผ৹ࠪɺ��ʹ૯ׅ࣭ٙ
Λ͓͜ͳ͍·ͨ͠ɻ

�݄��に͓͜ͳΘΕͨ૯ׅ৹ࠪ

本会議での採決結果
੫ྫͷҰ෦վਖ਼【賛成多数】ݥอ߁ຽ݈ࠃ˗

˗հޢอݥྫͷҰ෦վਖ਼【賛成全員】

˗Ұൠձܭ༧ࢉ【賛成多数】

【賛成多数】ࢉ༧ܭಛผձݥอ߁ຽ݈ࠃ˗

【賛成全員】ࢉ༧ܭಛผձ۠࢈ࡒࢁڷࡾ˗

˗հޢอݥಛผձܭ༧ࢉ【賛成多数】

【賛成多数】ࢉ༧ܭҩྍಛผձऀྸߴظޙ˗

˗ਫಓۀࣄձܭ༧ࢉ【賛成多数】

˗Լਫಓۀࣄձܭ༧ࢉ【賛成全員】

総
括
審
査
で
の
主
な
質
疑

と
う
ず
み
こ
ど
も
園
分
園
（
現
・

宮
ノ
後
保
育
所
）
の
整
備
と
有
効

利
用
の
考
え
は
。

今
後
、
と
う
ず
み
こ
ど
も
園
の
整

備
と
併
せ
て
考
え
て
い
く
。

防
災
対
策
に
お
け
る
自
助
・
共
助

の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
啓
発
は
。

有
事
の
時
は
、
町
職
員
に
も
限
り

が
あ
る
中
で
、
自
助
・
共
助
、
隣

近
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
大
切
に
な
る
。

今
後
、
訓
練
な
ど
事
あ
る
ご
と
に
、

自
助
・
共
助
の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
き
た
い
。

ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
の
活
性
化
、

あ
る
べ
き
姿
は
。

今
後
も
産
業
発
信
拠
点
と
し
て
位

置
づ
け
な
が
ら
、
指
定
管
理
者
制

度
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
あ
ん
し
ん
ガ
イ
ド
は
、
若

い
人
に
も
見
て
も
ら
う
意
義
が
あ

る
。
高
齢
者
施
策
の
啓
発
も
か
ね

て
、
広
く
全
戸
配
布
し
て
は
。

若
い
人
に
知
っ
て
も
ら
う
の
は
大

切
な
こ
と
な
の
で
、
関
係
各
課
と

も
協
議
し
て
、
中
身
を
吟
味
し
て

い
く
。

財
政
が
厳
し
い
中
、
公
設
民
営
の

考
え
は
。

町
直
営
で
進
め
て
い
く
。
府
な
ど

の
助
言
を
得
て
、
慎
重
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

み
ま
き
こ
ど
も
園
の
施
設
整
備
の

予
定
は
。

平
成
3�
年
度
を
予
定
し
て
い
る
。

高
齢
者
福
祉

防
災
対
策

ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
や
施

設
に
配
架
す
る
な
ど
、
閲
覧
で
き

る
場
所
を
増
や
す
。

2222

22

""""

""

こ
ど
も
園
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一
般
会
計

一
般
会
計

全議案の採決結果
■賛否が分かれた議案 ʓʹࢍ成　ʷʹର

（）ද中のʓٴͼ （̫ଠࣈ）ɺʓʹࢍ成౼ɺʷʹର౼Λ͓͜ͳ͍ͬͯま͢ɻ

ެ໌ౘ ౘ࢈ڞ ෩会 ͘Έやま
Έら͍

ࡦ
会ڀݚ

ٞҊ　ʗ　ٞһ 岩
田　

芳
一

戸
川
和
子
※

中
野
ま
す
み

巽　
　

悦
子

塚
本
五
三
藏

信
貴　

惠
太

松
本　

義
裕

林　
　

吉
一

内
田　

孝
司

島　
　

宏
樹

松
尾　
　

憲

中　
　

大
介

中
井　

孝
紀

田
口　

浩
嗣

結　

果

ྫ

อҭॴྫのഇࢭ ʓ ʓ ʷ ʷ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ಉҙ
ೝఆ͜ͲԂのྫ੍ఆ ʓ ô ʷ ʷ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ Մܾ
ೝఆ͜ͲԂҠߦʹ͏ؔྫ備 ʓ ô ʷ ʷ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ Մܾ
ͼӡӦʹؔ͢Δٴ業のਓһࣄ支ԉのޢհډఆࢦ
準ΛఆΊΔྫ੍ఆج ʓ ô ʷ ʷ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ Մܾ

ٞ会ٞһのใुٴͼ費༻หঈʹؔ͢Δྫの
一෦վਖ਼　　　　 ʓ ô ʓ ʓ ʷ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ Մܾ

ৗۈのಛผ৬の給༩ʹؔ͢Δྫの一෦վਖ਼ ʓ ô ʓ ʓ ʷ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ Մܾ
৬һの給༩ʹؔ͢Δྫの一෦վਖ਼ ʓ ô ʓ ʓ ʷ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ Մܾ
ྫの一෦վਖ਼ݥอ߁民݈ࠃ ʓ ô ʷ ʷ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ Մܾ
ͼٴ業のਓһɺઃ備ࣄサービスのܕఆ地Ҭີணࢦ
ӡӦʹؔ͢Δج準ΛఆΊΔྫの一෦վਖ਼ ʓ ô ʷ ʷ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ Մܾ

ެࢢԂྫの一෦վਖ਼ ʓ ô ʷ ʷ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ Մܾ
でɺͯ͢のग़੮ٞһの３分の̎Ҏ্のಉҙ͕ඞཁͱࢭՃΘりまͤΜ͕ɺอҭॴྫのഇʹܾ࠾൱ಉ数Ҏ֎ࢍٞށ˞
　ͳΔたΊɺܾ࠾ʹՃΘりま͠たɻ

中
学
校
給
食
費
へ
の
補
助

を
求
め
る

徹
底
し
た
歳
出
削
減
推
進
（
第

６
次
行
革
）
の
予
算
の
た
め
反
対
。

中
学
校
給
食
調
理
の
外
部
委
託
、

認
定
こ
ど
も
園
化
認
め
ら
れ
な
い
。

介
護
認
定
の
期
日
ま
で
の
決
定
、

休
止
バ
ス
路
線
の
早
期
復
活
、
中

学
校
給
食
費
へ
の
補
助
、
内
水
排

除
対
策
等
を
求
め
る
。

重
点
的
で
堅
実
な
予
算
配
分

住
民
負
担
軽
減
施
策
を
継
続
し
、

町
長
公
約
の
「
く
み
や
ま
未
来
創

造
プ
ラ
ン
」
úü
の
宣
言
の
具
現
化

に
向
け
、
重
点
的
・
堅
実
な
予
算

配
分
を
さ
れ
て
い
る
。

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
か
つ
効

率
的
に
活
用
し
、
健
全
で
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
に
努
め
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
。 巽

　
悦
子 

議
員

反
対
討
論

松
本
　
義
裕 

議
員

賛
成
討
論

■全員賛成で可決した議案等

ྫ

৬һのҭٳࣇ業ʹؔ͢Δྫの一෦վਖ਼

2�年度
ิਖ਼༧ࢉ

一ൠ会ܭ（ୈ̑߸）　
者ҩྍʹؔ͢Δྫの一෦վਖ਼ྸߴ期ޙ ఆʫ（ୈ３߸）צ業ࣄʪܭಛผ会ݥอ߁民݈ࠃ

แׅత支ԉࣄ業の࣮ࢪʹؔ͢Δج準ΛఆΊΔྫの
一෦վਖ਼

հޢอݥಛผ会ܭ（ୈ３߸）
（߸ୈ３）ܭ者ҩྍಛผ会ྸߴ期ޙ

ফख数ྉऩྫの一෦վਖ਼ ਫಓࣄ業会ܭ（ୈ３߸）
ফஂһެ務ิࡂঈྫの一෦վਖ਼ Լਫಓࣄ業会ܭ（ୈ３߸）

ͦのଞ
ொಓ࿏ઢのೝఆ
ࡋのਃ
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ࡂ
ର
ࡦ
は
ʁ
ɹ
ֶ
ߍ
ࢪ
ઃ
ͷ
҆
શ
は
ʁ

３
月
定
例
会
の
総
務
事
業
常
任
委
員
会
・
協
議
会
は
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備
な
ど
、
ま
た
民
生
教
育
常
任

委
員
会
・
協
議
会
は
、
久
御
山
中
学
校
の
校
舎
壁
面
タ
イ
ル
の
剥は

く

離り

事
象
に
関
す
る
仲
裁
の
申
請
な
ど
に
つ
い

て
、
各
所
管
課
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
各
常
任
委
員
会
や
協
議
会
で
の
質
疑
応
答
を
報
告
し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
ス
ピ
ー
カ
ー
の

届
く
距
離
は

中
学
校
の
壁
面
タ
イ
ル
剥は

く
離り

そ
の
対
応
は

中
小
企
業
低
利
融
資
制
度
の

取
扱
い
金
融
機
関
の
追
加
は

学
生
消
防
団
活
動
認
証
制
度
の

実
績
は

22

22

2

222

""

""

""""

ࡂແઢͷૢ࡞ʢΠϝʔδʣ

中学校ࢁޚٱ

平
成
��
年
度
整
備
の
防
災
行
政
無

線
は
、
町
内
に
複
数
の
ス
ピ
ー

カ
ー
が
設
置
さ
れ
る
が
、
音
声
が

届
く
距
離
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

種
類
や
場
所
に
も
よ
る
が
、
３
０

０
ｍ
程
度
を
想
定
し
て
い
る
。

設
置
し
た
後
、
音
が
聞
こ
え
な
い

地
区
は
な
い
の
か
。

設
計
を
委
託
し
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
い
る
。
町
内
全
域
を

カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
て

い
く
。

　

補
修
費
な
ど
の
支
払
い
に
つ
い
て
、

府
建
設
工
事
紛
争
審
査
会
へ
仲
裁
申
請

を
お
こ
な
う
も
の
。

中
学
校
南
校
舎
の
��
・
��
％
で
壁

面
タ
イ
ル
に
浮
き
が
見
ら
れ
る
。

平
成
��
・
��
年
に
外
壁
の
浮
き
が

介
護
調
査
員
の
退
職
に
よ
り
体
制

が
整
え
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

認
定
の
遅
れ
を
解
消
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
で
は
。

他
課
の
経
験
者
に
も
動
員
を
か
け

て
、
早
急
に
解
消
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

毎
月
��
件
の
介
護
認
定
を
こ
な
し

て
い
く
こ
と
は
可
能
な
の
か
。

毎
月
こ
な
し
て
い
き
た
い
。

認
定
審
査
会
の
回
数
を
増
や
せ
な

い
の
か
。

府
審
査
会
に
要
望
し
て
い
る
。

今
回
新
た
に
、
制
度
が
利
用
で
き

る
銀
行
が
増
え
た
が
、
今
後
も
銀

行
を
追
加
し
て
い
く
の
か
。

追
加
を
求
め
る
声
が
あ
れ
ば
検
討

し
た
い
。

新
た
に
認
証
制
度
が
創
設
さ
れ
た

が
、
他
市
町
村
の
実
績
は
。

宇
治
市
で
１
件
の
実
績
が
あ
る
。

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
・

協
議
会

常
任
委
員
会
・

協
議
会

介
護
認
定
調
査
遅
れ
の

解
消
は

૯

ࣄ
ۀ
ৗ

ҕ
һ
ձ
・
ڠ
ٞ
ձ　

̎


ຽ
ੜ
ڭ
ҭ
ৗ

ҕ
һ
ձ
・
ڠ
ٞ
ձ　

̒


発
見
さ
れ
た
と
き
、
他
に
浮
き
が

な
い
か
調
査
は
し
て
い
た
の
か
。

そ
の
と
き
は
補
修
工
事
の
み
で
、

調
査
は
し
て
い
な
い
。



͘Έ·ɹٞձͩΑΓɹ/P����ʢ�ʣ

ɹ༰ɿ౷Ұతͳج४ʹΑΔํެձܭͷඋ
ɿ݄̍��ࢪ࣮

૯ۀࣄৗҕһձ�ดձதͷࣄௐࠪ

全国の自治体で統一的な基準による財
務書類の作成が義務づけられ、本町でも
整備が進んでいる。

財務書類は、貸借対照表、行政コスト
計算書、純資産変動計算書、資金収支計
算書で構成される。
৽͍͠ࡒॻྨΛ࡞͢Δత
●これまで見えにくかった町の資産や負

債、そして収支情報をトータル的に管
理できる。

●すでに整備された固定資産台帳と財務
書類がリンクすることで、更新時期を
迎える公共施設の把握など、施設マネ
ジメントへの活用につながる。

●統一基準となることで、自治体間の比
較が可能となる。　

平成30年４月からスタートする中学校
給食。給食時間や給食費、調理業務の委
託先などの概要説明を受け、中学校給食
室を現地視察した。

給食室の建物は完成しており、２月中
旬までに設備の搬入・設置を予定。

ミルク給食から自校方式の完全給食と

なり、アレルギー対応は「学校給食に
おける食物アレルギー取扱手引き」に基
づき実施する。

中学校給食室にて

ɹ༰ɿதֶڅߍ৯
ɿ݄̍��ࢪ࣮

ຽੜڭҭৗҕһձ�ดձதͷࣄௐࠪ

ݶ
Β
れ
ͨ
ࡒ
ݯ
Λ

　
　
　
͔
͠
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͘

͏
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少し難しいように感じるが、町の資産
は、道路、橋梁、学校、水道など多岐に
わたり、財政状況が厳しくても手放すこ
とができないものばかり。

どれも住民生活に密着しており、いかに
うまく資産を活用できるかが重要となる。

限られた財源を積極的に使う。町のこれ
からの地方公会計の活用が期待される。

きょう りょう

தֶڅߍ৯ͷ֓ཁ
・小中学校の統一献立
・食材　学校給食会や地元業者から購入
・給食時間　準備から片付けまで35分
　　　　　　（12時40分～13時15分）
・給食費　１食あたり280円
              （月額4,500円）
・年間の給食回数　170回程度
・調理業務（民間委託）
　シダックス大新東
　ヒューマンサービス(株)近畿支店
委託期間　平成30年４月１日から３年間
委託金額　61,430,400円
　　　　　（年額20,476,000円）
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̑ձ ͕̑ձ ͕̑ձ ͕̑ձ ͕
ொ  ํ Λ問͏ொ  ํ Λ問͏ொ  ํ Λ問͏ொ  ํ Λ問͏
දऀ質問

３月定例会では、５会派の議員が代表者質問をおこないました。
代表者質問では、平成30年度の町政運営を示す施政方針や町政の課題などを問うものです。

 ฏ��ɹ֤ͷॏࡦࢪʤࢪํΑΓʥ 

◇　くらしをकる҆全・҆৺のまͪづくり
˖ɹΈらいに進化するまͪづくり
˖ɹやすら͗のまͪづくり
˖ɹまなびとจ化のまͪづくり

Πンターネοトでը৴中ʂ
本会ٞの生中ܧやըө૾は、ٞ会ϗーϜϖージから視ௌいたͩけます。

ձ　 質問者 質問項目 ページ

ެ໌ౘ議員ஂ 田　๕一 議員ؠ ① 防災・ݮ災対策
② 学校教育 ̥̕

ձڀݚࡦࢁޚٱ 中　　େհ 議員 ① ୈೋ京ࡕ道路の進ೖ路整備
② 公園の整備 ̥10

　෩　ձ ৴و　ዳଠ 議員 ① 町内ا業のޏ༻対策のࢧԉ
② 新市街地整備 ̥11

͘Έ·　ΈΒ͍ ౡ　　थ 議員 ① まͪづくり
② 行ࡒ政ܦӦ ̥12

本࢈ڞౘ議員ஂ 中·͢Έ 議員
① ฏ事業
② 障害者・高齢者ࢱ
③ 農業政策

̥13

無
線
も
使
用
し
、
初
期
行
動
を
確
認
し

て
い
た
だ
く
。
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̑ձ ͕̑ձ ͕̑ձ ͕̑ձ ͕
ொ  ํ Λ問͏ொ  ํ Λ問͏ொ  ํ Λ問͏ொ  ํ Λ問͏
දऀ質問

３月定例会では、５会派の議員が代表者質問をおこないました。
代表者質問では、平成30年度の町政運営を示す施政方針や町政の課題などを問うものです。

「
く
ら
し
を
守
る
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
中
で
、
防
災
・
減
災
対

策
の
考
え
は
。

平
成
ú÷
年
度
に
同
報
系
の
防
災
行
政

無
線
の
整
備
を
計
画
し
て
お
り
、
町
内

の
学
校
や
公
園
な
ど
、
主
と
し
て
公
共

施
設
に
設
置
し
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
一
斉
に
、
町
内
全
域
に
避
難
情
報
を

知
ら
せ
る
。

洪
水
と
地
震
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

新
し
く
作
り
、
全
戸
配
布
す
る
。

総
合
防
災
訓
練
で
同
報
系
防
災
行
政

無
線
も
使
用
し
、
初
期
行
動
を
確
認
し

て
い
た
だ
く
。

平
成
ùü
年
に
防
災
会
議
に
、
女
性
の

委
員
に
入
っ
て
い
た
だ
い
た
。

防
災
計
画
の
策
定
や
総
合
防
災
訓
練

の
計
画
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
避
難
所
運
営

は
大
変
重
要
で
あ
る
。

今
後
も
、
防
災
会
議
委
員
や
消
防
団
、

自
主
防
災
組
織
な
ど
、
防
災
の
あ
ら
ゆ

る
場
面
に
お
い
て
女
性
の
方
々
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
防
災
・
減
災
対
策

に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

授
業
の
基
礎
学
力
の
定
着
や
個
々
の

課
題
を
組
織
的
に
対
応
す
る
目
的
で
、

常
勤
講
師
や
特
別
支
援
教
育
補
助
員
を

各
校
に
配
置
し
、
授
業
改
善
や
補
習
等

の
取
組
み
も
お
こ
な
い
、
学
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
小
中
学
校
の
教
員
が
、
共
通

し
た
視
点
で
授
業
に
取
り
組
む
た
め
、

「
久
御
山
学
園
学
習
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」

を
作
成
し
、
小
中
連
携
に
よ
る
、
教
員

の
学
習
指
導
能
力
の
向
上
に
向
け
た
取

組
み
も
推
進
し
て
い
き
た
い
。

質
の
高
い
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

今
後
の
展
望
は
。

女
性
の
視
点
に
立
っ
た
、
防
災
・
減

災
対
策
の
考
え
は
。

「
ま
な
び
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
中
で
、
学
校
教
育
に
つ
い
て
、
平
成

ú÷
年
度
に
向
け
て
の
考
え
は
。

খ学校ͷतۀ෩ܠ

܇ࡂ࿅ͷ༷ࢠ

町　
長

教
育
長

町　
長

教
育
長

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

ެ໌党議員団

代
表
者
質
問

๕Ұ　議員　ాؠ

子
供
た
ち
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
、

き
め
細
や
か
な
指
導
を
、
意
図
的
・
計

画
的
に
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、

現
在
、
各
学
校
に
お
い
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

現
在
、
大
学
の
教
授
や
学
生
の
派
遣
、

加
配
教
員
な
ど
の
人
的
配
置
を
得
な
が

ら
、
学
力
向
上
と
学
力
を
支
え
る
基
盤

づ
く
り
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

こ
ど
も
園
が
開
園
す
る
の
で
、
就
学

前
教
育
で
の
非
認
知
能
力
の
育
成
を
大

切
に
し
、
義
務
教
育
の
指
導
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

あ
Β
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る

໘
ʹ
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ỳ
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い
ͨ
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本
町
は
、
第
二
京
阪
道
路
な
ど
道
路

交
通
の
要
衝
だ
が
、
町
の
中
央
部
に
乗

入
口
が
な
く
利
便
性
が
悪
い
。
住
民
や

企
業
か
ら
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
必
要

性
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
第
二
京
阪
道

路
へ
の
進
入
路
整
備
に
つ
い
て
、
検
討

経
過
と
今
後
の
対
応
は
。

設
置
に
つ
い
て
は
、
京
都
国
道
事
務

所
や
ネ
ク
ス
コ
西
日
本
と
も
協
議
を
し

て
き
た
が
、
計
画
時
に
お
い
て
、
町
内

の
交
通
渋
滞
や
環
境
悪
化
が
懸
念
さ
れ
、

そ
の
設
置
を
断
っ
て
き
た
経
過
が
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、
よ
り
利
便
性
が

高
ま
り
、
町
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
上
げ

る
た
め
の
効
果
的
な
施
設
で
あ
る
。

国
や
関
係
機
関
に
対
し
て
、
今
後
の

中
央
公
園
の
拡
充
整
備
と
駐
車
場
の

確
保
も
必
要
と
認
識
し
て
い
る
が
、
新

た
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
増
設
は
、
広
大

な
用
地
が
必
要
で
非
常
に
厳
し
い
。

ま
た
、
安
全
面
な
ど
か
ら
も
非
常
に

厳
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

町
の
産
業
の
利
便
性
や
企
業
誘
致
に

お
い
て
、
出
入
口
が
な
い
の
は
大
き
な

問
題
。
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
明
確
に

し
な
が
ら
、
国
や
関
係
機
関
に
対
し
協

議
を
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が
見

解
は
。

中
央
公
園
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
拡
充
が

必
要
で
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
と
十
分

協
議
を
し
て
検
討
す
べ
き
だ
と
思
う
。

新
た
に
整
備
す
る
内
屋
敷
公
園
は
、

住
宅
地
に
隣
接
し
て
お
り
、
ボ
ー
ル
遊

び
が
難
し
い
。
ま
た
、
木
津
川
河
川
敷

運
動
広
場
で
は
、
冠
水
な
ど
で
芝
生
の

土
が
流
さ
れ
、
で
こ
ぼ
こ
し
た
状
態
に

な
っ
て
い
る
。

ボ
ー
ル
遊
び
や
、
快
適
な
利
用
が
で

き
る
よ
う
整
備
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が

見
解
は
。

δϟϯΫγϣϯࢁޚٱ

中ԝެԂٿ

町　
長

町　
長

町　
長

質　
問

質　
問

質　
問

基
本
的
な
あ
り
方
を
、
有
識
者
を
交

え
た
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
十
分

議
論
し
て
い
き
た
い
。

ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
新
た
な
公
園

整
備
は
、
広
さ
の
確
保
や
住
宅
地
の
環

境
保
全
、
財
政
面
な
ど
の
諸
課
題
が
あ

り
、
中
央
公
園
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

な
か
で
、
児
童
公
園
の
新
た
な
活
用
を

議
論
し
て
い
き
た
い
。

木
津
川
河
川
敷
運
動
広
場
は
、
土
砂

流
出
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
、
復
旧
工

事
を
随
時
実
施
し
、
利
用
者
が
快
適
に

使
用
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
維
持
管
理

に
努
め
て
い
る
。

今
後
も
施
設
の
状
態
を
注
視
し
、
必

要
に
応
じ
た
修
繕
な
ど
を
お
こ
な
っ
て

い
き
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
の
計
画
を
示
し
な
が
ら
、

粘
り
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

ձڀݚࡦࢁޚٱ

代
表
者
質
問
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３
月
��
日
か
ら
運
行
が
開
始
さ
れ
る

松
井
山
手
駅
か
ら
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み

や
ま
へ
の
新
規
バ
ス
路
線
を
開
設
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
路
線
に
よ
っ
て
、
大
阪
方
面
か

ら
新
た
な
通
勤
手
段
が
確
保
で
き
る
の

で
、
町
内
企
業
の
雇
用
拡
大
に
も
つ
な

が
る
よ
う
、
路
線
の
維
持
に
向
け
た
支

援
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
利
用
拡
大

の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
。

 ෩ ձ

代
表
者
質
問

৴و　ዳଠ　議員

産
業
振
興
計
画
を
策
定
し
、
企
業
の

人
材
確
保
を
重
要
施
策
に
位
置
づ
け
た
。

求
人
企
業
と
働
き
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
図
る
会
社
説
明
会
を
は
じ
め
、
若
い

町　
長

町　
長

本
町
に
は
、
約
１
５
０
０
社
も
の
企

業
が
あ
る
。

平
成
��
年
��
月
に
有
効
求
人
倍
率
は

６
・
��
倍
に
達
し
た
。

こ
の
有
効
求
人
倍
率
が
６
倍
と
い
う

非
常
事
態
に
、
こ
れ
ま
で
町
内
企
業
へ

の
雇
用
対
策
を
ど
の
よ
う
に
講
じ
て
き

た
の
か
。

質　
問

町
は
、
不
交
付
団
体
と
し
て
支
え
ら

れ
て
き
た
。

税
金
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
企

業
に
対
し
て
、
経
営
し
や
す
い
町
に
す

る
た
め
に
、
町
独
自
の
雇
用
対
策
を
講

じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

質　
問

ଅਐκʔϯͱॅ֗۠ଅਐκʔϯཱۀ࢈

具
体
的
に
は
、
平
成
��
年
４
月
に
都

市
整
備
課
内
に
設
置
し
た
新
市
街
地
整

備
室
を
、
事
業
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、

課
に
格
上
げ
を
し
、
職
員
体
制
も
課
長

級
の
室
長
を
置
く
と
と
も
に
、
増
員
し

た
い
。

人
口
減
少
問
題
、
税
収
の
確
保
、
よ

り
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
す
べ
く
、
新

市
街
地
整
備
室
を
設
け
、
町
長
は
意
欲

的
に
新
市
街
地
整
備
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。

産
業
立
地
促
進
ゾ
ー
ン
、
住
街
区
促

進
ゾ
ー
ン
の
新
市
街
地
整
備
に
つ
い
て
、

攻
め
の
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
く
と
い

う
こ
と
だ
が
、
攻
め
の
姿
勢
と
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い

る
の
か
。

町　
長

質　
問

産
業
立
地
促
進
ゾ
ー
ン
、
住
街
区
促

進
ゾ
ー
ン
に
か
け
る
町
長
の
思
い
は
。

質　
問

こ
の
区
域
の
整
備
の
可
否
が
、
本
町

の
発
展
に
お
い
て
大
変
重
要
な
意
味
を

持
つ
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
実
現
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
事
業
と
位

置
づ
け
、
今
後
も
全
力
を
尽
く
す
。

町　
長

産業立地
促進ゾーン

住街区
促進ゾーン

産業立地
促進ゾーン

住街区
促進ゾーン

働
き
手
と
企
業
を
結
び
つ
け
る
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
、
も
の
づ
く
り
探

検
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
京
都
ジ
ョ

ブ
パ
ー
ク
と
も
連
携
し
、
京
都
市
内
で

大
学
生
な
ど
新
卒
者
を
対
象
に
し
た
企

業
合
同
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
て
き
た
。
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住
街
区
促
進
ゾ
ー
ン
・
産
業
立
地
促

進
ゾ
ー
ン
の
今
後
の
展
開
は
。

新
市
街
地
は
、
約
��
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

ま
ず
は
産
業
立
地
促
進
ゾ
ー
ン
に
企
業

立
地
を
促
進
し
、
合
わ
せ
て
東
西
軸
道

路
の
整
備
も
検
討
す
る
。

来
年
度
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の

具
体
化
に
向
け
て
の
調
査
や
、
道
路
の

概
略
設
計
な
ど
を
進
め
る
。

地
籍
調
査
事
業
も
こ
の
区
域
か
ら
着

手
す
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
は
今
年

度
か
ら
基
本
設
計
に
着
手
し
、
実
現
に

向
け
動
き
出
し
て
い
る
。

設
計
事
務
所
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
設
置
事
業
者
で
あ
る
弥み

勒ろ
く

会か
い

で

決
定
さ
れ
て
い
る
。

施
設
の
規
模
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室

で
��
ユ
ニ
ッ
ト
１
２
０
床
、
通
所
介
護
、

防
災
拠
点
型
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
等
を

備
え
た
４
階
建
て
延
床
面
積
６
０
０
０

㎡
程
度
と
な
る
計
画
。

６
月
頃
か
ら
詳
細
設
計
を
進
め
る
予

定
。

地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
新

市
街
地
整
備
の
基
本
構
想
の
策
定
に
取

り
組
ん
だ
。

来
年
度
か
ら
新
市
街
地
整
備
室
を
課

に
格
上
げ
し
、
事
業
進
捗
を
加
速
す
る

た
め
に
も
、
必
要
な
人
員
を
配
置
す
る
。

個
別
施
設
計
画
は
全
施
設
を
調
査
し
、

平
成
3�
年
度
に
各
施
設
の
点
検
・
診
断

及
び
計
画
素
案
を
作
成
、
平
成
3�
年
度

に
各
施
設
の
修
繕
・
建
て
か
え
時
期
を

来
年
度
副
町
長
を
ト
ッ
プ
と
し
て
、

庁
内
組
織
横
断
型
の
「（
仮
称
）
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
設
置
し
、
町
長
直
轄
の
経
営
戦
略
室

的
な
役
割
を
持
た
せ
た
い
。

調
整
し
た
上
で
、
個
別
施
設
計
画
を
策

定
し
た
い
。

ま
た
、
施
設
の
複
合
化
な
ど
と
合
わ

せ
必
要
な
施
設
数
な
ど
、
数
値
目
標
を

検
討
す
る
。

佐
山
西
ノ
口
の
医
療
・
福
祉
・
交
流

エ
リ
ア
計
画
で
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
平
成
��
年
度
ま
で
に
開
設
す

る
と
あ
る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
は
。

公
共
施
設
等
の
個
別
施
設
計
画
を
早

急
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
数
値
目
標
の
設
定
は
。

平
成
��
年
度
に
個
別
施
設
計
画
策
定

で
は
遅
い
。
老
朽
化
対
策
の
た
め
に
も

前
倒
し
は
必
要
。

町
長
直
轄
の
経
営
戦
略
室
を
つ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

早
急
に
し
て
は
ど
う
か
。

昨
年
設
置
し
た
新
市
街
地
整
備
室
の

実
績
と
、
今
後
の
体
制
は
。

町　
長

町　
長

町　
長

町　
長

町　
長

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問
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日本共産党議員団

代
表
者
質
問

中野ますみ　議員

啓
発
塔
は
老
朽
化
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
地
方
創
生
交
付
金
で
産
業
振
興

の
「
も
の
づ
く
り
の
苗な

え
ど
こ
ろ処」
を
発
信
す

る
文
言
に
書
き
換
え
た
。

啓
発
発
信
力
の
低
下
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
の
で
「
平
和
都
市
宣
言
の
ま
ち
」

の
懸
垂
幕
を
新
た
に
作
成
し
、
役
場
庁

舎
に
掲
出
し
て
い
る
。

町　
長

町　
長

中
央
公
園
に
あ
っ
た
「
平
和
都
市
宣

言
の
ま
ち
」
な
ど
の
啓
発
塔
が
撤
去
さ

れ
た
。

こ
の
場
所
に
は
、
戦
没
者
及
び
旧
京

質　
問

第
３
次
障
害
者
基
本
計
画
の
基
本
理

念
は
「
自
立
し
て
暮
ら
せ
る
…
ま
ち
」

で
あ
る
。

し
か
し
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

申
請
を
１
年
間
申
請
し
て
い
な
い
方
に

は
、
申
請
書
を
送
付
し
て
い
な
い
。

質　
問

本
町
の
農
業
後
継
者
の
状
況
と
対
策

や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
進
ん
だ
場
合
、
本
町

の
農
業
に
与
え
る
影
響
は
。

町　
長

副
町
長

質　
問

京
都
府
も
国
に
対
し
、
情
報
収
集
と

丁
寧
な
説
明
、
影
響
の
分
析
を
お
こ
な

う
よ
う
要
請
し
て
い
る
の
で
、
本
町
と

し
て
も
、
京
都
府
に
引
き
続
き
要
請
す

る
。Ｉ

Ｓ
Ｄ
条
項
は
、
今
回
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
��

で
は
凍
結
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
国
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

外
出
で
き
な
い
状
態
の
方
や
、
車
の

運
転
が
可
能
な
方
な
ど
か
ら
、
町
か
ら

の
案
内
は
必
要
な
い
旨
の
意
見
も
多
く

い
た
だ
い
て
い
る
。

町
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
な
ど
広
く
周
知
に
努
め
た
い
。

５
年
前
と
比
べ
、
本
町
の
農
業
就
業

人
口
は
６
２
７
人
で
��
人
増
え
、
平
均

年
齢
は
�3
・
２
歳
で
０
・
１
歳
下
が
っ

て
い
る
。

経
営
力
の
あ
る
農
業
者
も
育
ち
、
30

年
度
は
農
業
経
営
者
研
修
事
業
に
取
り

組
み
、
も
う
か
る
農
業
へ
の
転
換
に
努

め
た
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
幅
広
い
分
野
に
影
響
が

あ
る
と
考
え
る
。

国
の
公
表
で
は
、
農
林
水
産
物
の
減

少
額
は
、
全
国
規
模
で
約
９
０
０
億
円

か
ら
１
５
０
０
億
円
で
あ
る
。

平
成
��
年
４
月
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
��
で
、
京

都
府
規
模
の
試
算
で
は
、
６
億
円
か
ら

�0
億
円
の
生
産
減
少
を
見
込
ん
で
い
る
。

野
菜
に
つ
い
て
は
、
関
税
撤
廃
程
度

の
１
％
の
価
格
下
落
を
仮
定
し
て
お
り
、

本
町
の
野
菜
も
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。

年
間
で
、
か
ら
だ
の
状
態
が
大
き
く

変
わ
る
場
合
が
あ
り
、
申
請
は
利
用
者

が
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。

全
対
象
者
に
送
付
す
る
べ
き
な
の
に
、

な
ぜ
送
付
し
な
か
っ
た
の
か
。

都
飛
行
場
養
成
員
の
方
々
の
、
平
和
へ

の
思
い
を
込
め
た
石
碑
が
あ
る
。

啓
発
塔
を
撤
去
し
た
理
由
と
再
設
置

は
。
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議員の質問時間の制限はない。質問回数は２回まで。

２回目からの質問は、一つの事項を深く掘り下げて何度でもできる。
ただし、議員の質問時間は30分以内。

６議員が

登壇

＊陳情や請願等の手続き、議会日程など詳細は、議会事務局にお問い合わせください。
　議会事務局：＜TEL＞　075（631）9996、　0774（45）0105

こ
こ
が

　 

き
た
い

こ
こ
が

　 

き
た
い

一 般
質 問

こ
こ
が

　

こ
こ
が

　

こ
こ
が

　

こ
こ
が

こ
こ
が

　

こ
こ
が

　

こ
こ
が

こ
こ
が

　

こ
こ
が

き
た
い

き
た
い

き
た
い

き
た
い

き
た
い

き
た
い

き
た
い

聞

① 防災対策
② 小学校の英語教科化と中学校クラブ指導

① 米政策転換後の対策
② 農業者の育成
③ 京野菜の販路拡大とネギカットセンター

① 各種施策の住民理解
② 「ものづくりの苗処」の促進

① 幼稚園、保育所での加配の保育士の配置
② 高齢者や障害児・者のための共生型サービス
③ 中央公民館 

① 新市街地整備事業
② 東西道路の整備
③ 「久御山町地域公共交通網形成計画」の策定
④ 御牧・東角こども園の施設整備 

① 審議会等の公開
② 地域包括ケア及び介護保険認定
③ 国民健康保険事業
④ 公共交通施策 

田口　浩嗣 議員

林　　吉一 議員

松尾　　憲 議員

松本　義裕 議員

中井　孝紀 議員

　　悦子 議員

P15

P16

P17

P18

P19

P20

「一般質問」は、行政全般について執行機関（町長など）の
所見や疑義を質問するものです。
質問する議員も答弁する執行機関も、十分な準備が必要なこ
とから、事前に質問内容を通告しています。

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

一問
一答

一括
質問

一問
一答

一括
質問

一問
一答

一問
一答

一問
一答

一問
一答
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議員の質問時間の制限はない。質問回数は２回まで。

２回目からの質問は、一つの事項を深く掘り下げて何度でもできる。
ただし、議員の質問時間は30分以内。

６議員が

登壇

＊陳情や請願等の手続き、議会日程など詳細は、議会事務局にお問い合わせください。
　議会事務局：＜TEL＞　075（631）9996、　0774（45）0105

こ
こ
が

　 

き
た
い

こ
こ
が

　 

き
た
い

一 般
質 問

聞

① 防災対策
② 小学校の英語教科化と中学校クラブ指導

① 米政策転換後の対策
② 農業者の育成
③ 京野菜の販路拡大とネギカットセンター

① 各種施策の住民理解
② 「ものづくりの苗処」の促進

① 幼稚園、保育所での加配の保育士の配置
② 高齢者や障害児・者のための共生型サービス
③ 中央公民館 

① 新市街地整備事業
② 東西道路の整備
③ 「久御山町地域公共交通網形成計画」の策定
④ 御牧・東角こども園の施設整備 

① 審議会等の公開
② 地域包括ケア及び介護保険認定
③ 国民健康保険事業
④ 公共交通施策 

田口　浩嗣 議員

林　　吉一 議員

松尾　　憲 議員

松本　義裕 議員

中井　孝紀 議員

　　悦子 議員

P15

P16

P17

P18

P19

P20

「一般質問」は、行政全般について執行機関（町長など）の
所見や疑義を質問するものです。
質問する議員も答弁する執行機関も、十分な準備が必要なこ
とから、事前に質問内容を通告しています。

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

一問
一答

一括
質問

一問
一答

一括
質問

一問
一答

一問
一答

一問
一答

一問
一答

政
府
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
予
知
を

諦
め
、
臨
時
情
報
の
発
表
に
変
更
し
た
。

地
震
予
知
よ
り
、
相
当
低
い
情
報
と
な

り
、
命
を
守
る
の
が
難
し
く
な
る
中
、

企
業
・
子
ど
も
た
ち
、
オ
ー
ル
久
御
山

で
総
合
防
災
訓
練
を
お
こ
な
う
こ
と
が

必
要
。
自
助
・
共
助
へ
の
意
識
の
底
上

げ
を
図
る
防
災
対
策
へ
の
取
組
み
は
。

町
は
古
川
最
下
流
で
あ
り
、
豪
雨
や

台
風
の
際
に
は
甚
大
な
被
害
が
予
測
さ

れ
る
。
今
後
、
町
の
治
水
対
策
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
古
川
流
域
２
市
１
町
の

連
携
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

久
御
山
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
が
週
休
２

日
で
実
施
さ
れ
、
練
習
日
が
減
る
こ
と

で
、
技
術
力
が
低
下
す
る
と
不
安
の
声

を
聞
く
。
部
活
時
間
が
短
く
な
れ
ば
質

を
高
め
る
必
要
が
あ
り
、
部
活
５
日
間

の
内
、
１
日
だ
け
で
も
専
門
コ
ー
チ
を

招
致
し
強
化
す
る
方
策
な
ど
の
考
え
は
。

ま
た
、
部
活
の
な
い
日
の
過
ご
し
方

の
指
導
は
必
要
と
思
う
が
、
指
導
は
さ

れ
て
い
る
の
か
。

平
成
úù
年
度
か
ら
小
学
校
で
英
語
教

科
化
が
実
施
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

変
わ
る
の
か
。

子
ど
も
た
ち
の
訓
練
参
加
は
、
意
識

啓
発
に
効
果
的
と
認
識
し
て
い
る
。
家

庭
で
の
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
で
被
災

時
の
初
動
確
認
や
話
し
合
い
等
を
し
て

平
成
30
・
3�
年
度
の
２
年
間
は
、
新

学
習
指
導
要
領
の
移
行
期
間
。
外
国
語

教
育
に
お
け
る
新
学
習
指
導
要
領
の
移

行
措
置
と
し
て
、
新
た
に
３
・
４
年
で

「
聞
く
・
話
す
」
の
「
外
国
語
活
動
」

を
実
施
し
、
５
・
６
年
と
の
接
続
の
観

点
か
ら
言
語
活
動
を
中
心
に
お
こ
な
う
。

中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
総
則
編

「
部
活
動
の
意
義
と
留
意
点
等
」
が
示

さ
れ
、
生
活
や
成
長
に
配
慮
と
の
観
点

か
ら
、
久
御
山
中
学
校
で
４
月
か
ら
実

施
す
る
。

ま
た
、
専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
有

す
る
指
導
員
が
配
置
さ
れ
る
「
部
活
動

指
導
員
配
置
促
進
事
業
」
に
よ
り
、
部

活
動
担
当
教
員
の
支
援
を
お
こ
な
い
、

部
活
動
の
質
的
な
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

久
御
山
学
園
で
は
、「
自
己
指
導
能

力
」
を
掲
げ
て
お
り
、
部
活
の
休
養
日

を
生
徒
自
身
が
考
え
て
行
動
で
き
る
よ

う
に
指
導
し
て
い
く
。

質　
問

質　
問

田口　浩嗣 議員

町　
長

町　
長

ࠓ
ޙ
ỏ
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࣏
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質　
問

質　
問

訓
練
の
効
果
を
高
め
た
い
。

ま
た
、
防
災
訓
練
の
見
学
や
体
験
な

ど
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

洪
水
・
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
登
録
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
更
新
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
や
、

防
災
無
線
整
備
の
ハ
ー
ド
面
と
両
輪
で

施
策
を
推
進
す
る
。

内
水
排
除
対
策
案
の
結
果
を
踏
ま
え
、

30
年
度
に
（
仮
称
）
久
御
山
町
内
水
排

除
対
策
検
討
会
議
を
設
置
し
、
実
施
計

画
を
ま
と
め
る
。

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

教
育
次
長

一問一方ࣜ

総
務
課
長
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国
に
よ
る
米
の
生
産
調
整
が
な
く
な

り
米
政
策
の
転
換
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

町
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
す
る
の
か
。

本
町
で
は
、
米
づ
く
り
を
安
心
し
て

農
業
情
勢
は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続

く
中
、
時
代
に
対
応
で
き
る
農
業
者
の

育
成
が
重
要
。

安
定
的
、
継
続
的
な
農
業
を
お
こ
な

う
た
め
に
は
、
行
政
の
支
援
が
必
要
で

あ
り
、
認
定
農
業
者
も
年
々
増
加
し
て

い
る
。
町
と
し
て
農
業
者
の
育
成
を
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ú÷
年
度
実
施
す
る
研
修
会
の
具
体
的

な
取
組
み
は
。

Ｊ
Ａ
が
建
設
し
た
ネ
ギ
カ
ッ
ト
セ
ン

今
後
、
営
農
が
厳
し
く
な
る
農
家
か

ら
の
声
を
早
期
に
拾
い
上
げ
、
町
全
域

を
圃ほ

じ
ょ
う場

と
し
て
と
ら
え
、
農
地
中
間
管

理
事
業
や
農
業
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
を

通
じ
て
、
生
産
拡
大
と
荒
廃
地
の
抑
制

に
努
め
る
。

売
り
先
の
確
保
や
安
心
安
全
な
農
産

物
の
栽
培
を
テ
ー
マ
に
し
た
先
進
地
視

察
や
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。

巨
椋
池
で
作
ら
れ
て
い
る
酒
米
の

「
祝い

わ
い
」
に
加
え
、
需
要
が
大
き
く
販
路

も
安
定
し
て
い
る
「
京
の
輝
き
」
を
町

と
し
て
も
、
国
の
産
地
交
付
金
を
活
用

し
な
が
ら
産
地
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
。

新
規
事
業
の
農
業
者
研
修
事
業
で

は
、
平
成
30
年
度
か
ら
実
施
す
る
Ｇ
Ａ

Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管
理
）
の
取
得
に

向
け
た
研
修
を
お
こ
な
う
。
ま
た
、
経

営
力
の
高
い
農
業
者
、
体
験
農
園
な
ど

先
進
的
な
取
組
み
を
し
て
い
る
農
家
の

方
を
講
師
に
招
き
、
研
修
と
交
流
を
深

め
る
（
仮
称
）
久
御
山
農
業
経
営
者
会

議
を
開
催
す
る
。

林　　吉一 議員
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質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

産
業
課
長

産
業
課
長

京
野
菜
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
高

ま
る
中
、
新
た
な
市
場
開
拓
が
問
題
と

な
る
。

ネ
ギ
カ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
��

年
度
稼
動
の
ネ
ギ
調
整
包
装
施
設
に
よ

り
、
ネ
ギ
の
産
地
と
し
て
確
立
し
て
き

た
基
盤
を
活
用
し
、
さ
ら
な
る
生
産
拡

大
の
た
め
設
置
さ
れ
た
。

現
在
、
大
手
量
販
店
、
飲
食
チ
ェ
ー

ン
店
へ
の
売
り
込
み
も
進
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
ネ
ギ
カ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
で

培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
農
家
の
販
路
拡
大

に
つ
な
が
る
と
期
待
す
る
。

産
業
課
長

一ׅ質問方ࣜ

継
続
で
き
る
の
か
。

町　
長

ま
た
、
30
年
度
か
ら
農
家
の
声
を
反

映
す
る
た
め
に
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
研
修
会
を
お
こ
な
う
た
め
の
予
算

を
計
上
し
、
農
業
経
営
者
の
確
保
と
育

成
を
図
っ
て
い
く
。

町　
長

タ
ー
が
完
成
し
、
京
野
菜
の
九
条
ネ
ギ

の
生
産
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
に
期
待

す
る
。
農
家
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
る

生
産
拡
大
の
た
め
、
販
路
拡
大
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
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町
長
の
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

に
は
、
本
予
算
の
住
民
の
理
解
と
協
力

が
な
け
れ
ば
と
思
う
が
、
具
体
的
な
取

組
み
は
ど
う
か
。

情
報
共
有
と
住
民
参
加
の
機
会
を

も
っ
と
深
め
る
べ
き
。
全
自
治
会
な
ど
、

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
的
な
展
開
を
積

極
的
に
し
て
は
ど
う
か
。

「
行
政
の
見
え
る
化
」「
役
場
の
仕
事

の
見
え
る
化
」
で
住
民
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
大
事
だ
が
、
仕
組
み
は
あ
る
か
。

地
方
自
治
の
本
質
は
、
住
民
の
自
立

的
な
意
思
に
基
づ
く
住
民
の
参
加
で
統

治
を
お
こ
な
う
こ
と
で
あ
り
、
住
民
自

治
の
根
幹
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
住
民

討
議
会
等
の
実
績
は
ど
れ
だ
け
あ
る
か
。

お
茶
の
京
都
博
で
制
作
し
た
「
黄
金

の
茶
室
」
に
は
、
く
み
や
ま
の
も
の
づ

く
り
の
技
術
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
利
活
用
が
大
事
と
思
う
が
。

町
外
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
設
置
場
所
に
つ
い
て
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
呼
び
か
け
を
。

昨
年
創
設
さ
れ
た「
産
業
売
込
み
隊
」

の
今
後
の
具
体
的
な
事
業
展
開
は
。

「
次
代
に
誇
れ
る
わ
が
ま
ち
く
み
や

ま
」
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
思
い
を
一

緒
に
創
造
し
て
い
く
。

広
報
等
の
情
報
発
信
と
広
聴
事
業
で

積
極
的
に
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
、
対
話

を
す
る
こ
と
が
住
民
理
解
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

お
茶
の
京
都
の
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）

を
今
後
利
活
用
し
た
い
。
技
術
の
粋
が

集
ま
っ
た
も
の
を
ど
う
発
信
し
て
い
く

か
、
事
あ
る
ご
と
に
需
要
喚
起
を
図
っ

て
い
く
。

住
民
討
議
会
は
こ
の
五
年
間
年
一
回

の
開
催
で
延
べ
１
０
４
人
の
参
加
、
ま

た
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
は
年
30
〜
�0
件
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
��
年
３
回

で
８
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

住
民
討
議
会
は
現
在
の
形
で
良
い
と

考
え
る
。
ま
た
、
出
前
講
座
も
住
民
の

生
の
声
を
聞
け
る
良
い
機
会
で
あ
り
、

今
後
も
積
極
的
に
出
掛
け
て
い
く
。

住
民
満
足
度
を
上
げ
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。
住
民
ニ
ー
ズ
を
知
る
た
め
に

も
、
職
員
の
研
修
メ
ニ
ュ
ー
も
考
え
、

計
画
し
て
い
る
。

役
場
ロ
ビ
ー
の
展
示
に
加
え
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
ソ
フ
ト
的
な
Ｐ

Ｒ
と
、
茶
室
に
付
加
価
値
を
持
た
せ
る

取
組
み
を
進
め
る
。

認
知
度
を
高
め
る
た
め
に
、
啓
発
活

動
と
展
示
会
の
出
展
セ
ミ
ナ
ー
開
催
を

し
て
い
く
。
30
年
度
は
農
業
分
野
も
連

携
を
図
り
た
い
。
ま
た
ク
ロ
ス
ピ
ア
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
配
置
し
、
町
内
企

業
を
循
環
し
、
町
産
業
施
策
の
案
内
と

同
時
に
、
事
業
相
談
等
を
お
こ
な
い
、

も
の
づ
く
り
の
苗
処
を
浸
透
さ
せ
て
い

く
。

松尾　　憲 議員
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一問一方ࣜ

各
幼
稚
園
・
保
育
所
に
お
い
て
、
加

配
保
育
士
の
配
置
は
。

ま
た
、
配
置
の
判
定
基
準
は
。

加
配
が
必
要
な
子
供
た
ち
の
情
報
の

共
有
は
。

第
８
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
で
、

新
た
に
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
を
位
置
づ
け

る
と
し
て
い
る
が
、
現
状
は
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
の
か
。

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
の
使
用
停
止

の
時
期
及
び
具
現
化
に
向
け
た
ス
ケ

本
町
に
は
、
障
害
の
あ
る
人
を
対
象

に
し
た
総
合
的
な
施
設
が
少
な
い
。

新
た
に
整
備
中
の
施
設
に
お
い
て
、

就
労
場
所
の
提
供
は
。

各
幼
稚
園
が
２
名
ず
つ
、
御
牧
・
佐

山
保
育
所
が
４
名
ず
つ
、
宮
ノ
後
保
育

所
が
７
名
の
合
計
��
名
で
あ
る
。

ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手

帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
児
童
、
医

師
や
園
所
長
が
障
害
が
あ
る
と
認
め
た

児
童
に
つ
い
て
、
町
特
別
支
援
保
育
審

査
会
の
審
査
を
経
て
加
配
し
て
い
る
。

原
則
、
月
１
回
の
職
員
会
議
で
情
報

共
有
を
図
り
、
久
御
山
町
教
育
支
援
委

員
会
で
、
子
ど
も
の
現
状
を
把
握
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

障
害
児
者
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
を
利
用
し
て
い
る
が
、
年
齢
が

��
歳
以
上
に
な
る
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
が
優
先
に
な
る
の
で
、
事
業

所
を
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

周
知
期
間
を
考
慮
し
、
年
内
を
目
途

に
使
用
停
止
を
決
定
。
使
用
停
止
期
間

中
の
代
替
施
設
も
検
討
す
る
。

本
町
の
財
政
事
情
な
り
人
口
規
模
に

応
じ
た
慎
重
か
つ
適
切
な
判
断
を
す
る
。

松本　義裕 議員

ͨΕΔ中ԝެຽ͕ؗੑํ

教
育
長

副
町
長

子
育
て
支
援
課
長

子
育
て
支
援
課
長

住
民
福
祉
課
長

住
民
福
祉
課
長

行
財
政
課
長

共
生
型
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
解
決
策
の
一
つ
に
な
る
。

新
た
に
開
設
さ
れ
る
介
護
老
人
福
祉

施
設
に
お
い
て
、
働
く
場
を
提
供
で
き

る
よ
う
協
議
し
て
い
る
。

意
見
書
（
公
民
館
あ
り
方
検
討
委
員

会
）
で
示
さ
れ
た
、
現
状
維
持
、
減
築
、

適
切
な
規
模
で
建
て
か
え
、
機
能
移
転

を
考
慮
し
た
上
で
の
施
設
廃
止
、
の
４

通
り
に
基
づ
き
、
コ
ス
ト
比
較
を
お
こ

な
う
。
平
成
3�
年
度
に
は
、
方
向
性
を

決
め
た
い
。

共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
は
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
訪
問
介
護
、
通
所
介

護
、
短
期
入
所
生
活
介
護
。
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介

護
、
生
活
介
護
、
児
童
発
達
支
援
、
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
短
期
入
所
等
。

ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ճ

が
ඞ
ཁ
な
ࢠ
ڙ
ͨ
ͪ

ͷ

ใ
ͷ
ڞ
༗
は

ڭ
ҭ
ࢧ
ԉ
ҕ
員
ձ
Ͱ

ڞ
༗
͢
る

QA QA QA

ো

ͷ
͋
る
ਓ
Λ
ର

ʹ
͠
ͨ

ࢪ
ઃ
が
গ
な
い
ͷ
Ͱ
は

ڞ
ੜ
ܕ
α
ồ
Ϗ
ε
に
Α
Γ

ղ
ܾ
ࡦ
の
Ұͭ
に
ͳ
る

QA QA QA

த
ԝ
ެ
ຽ
ؗ
ͷ
ϗ
ồ
ϧ


༻
ఀ
ࢭ
࣌
ظ
は



を

్
に
ܾ
定

QA QA QA

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問



͘Έ·ɹٞձͩΑΓɹ/P����ʢ��ʣ

中井　孝紀 議員
一問一方ࣜ

新
市
街
地
整
備
事
業
を
進
め
る
に
は
、

専
門
的
な
知
識
と
開
発
に
お
け
る
理
論

武
装
や
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
も
必

要
だ
が
具
体
的
な
対
応
は
。

渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
に
府
道
八
幡

宇
治
線
の
北
側
に
、
バ
イ
パ
ス
機
能
と

し
て
の
東
西
道
路
も
必
要
だ
が
現
状
は
。

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
「
久
御
山
町
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
」
の
策
定
を
進
め

る
こ
と
を
高
く
評
価
し
た
い
が
、
今
後

の
見
通
し
は
。

一
方
、
急
ぐ
べ
き
路
線
も
個
別
に
協

議
す
べ
き
で
な
い
の
か
。

さ
や
ま
こ
ど
も
園
は
一
体
的
施
設
と

し
て
整
備
さ
れ
た
。

と
う
ず
み
こ
ど
も
園
・
み
ま
き
こ
ど

も
園
は
２
カ
所
送
迎
の
問
題
が
あ
り
、

早
急
に
整
備
の
時
期
を
示
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

新
市
街
地
整
備
推
進
会
議
を
立
ち
上

げ
て
、
メ
ン
バ
ー
に
京
都
府
の
専
門
的

な
職
員
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
強
固

な
体
制
で
新
市
街
地
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。

ま
た
、
一
定
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
農

地
の
開
発
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
が
、
地

域
の
農
業
と
結
び
つ
く
企
業
や
、
農
業

の
従
業
員
の
働
く
場
に
な
る
な
ど
の
要

件
を
満
た
し
て
企
業
立
地
を
進
め
る
手

法
が
あ
る
。
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

։ൃΛਐΊΔཱۀ࢈ଅਐκʔϯ

北
側
の
東
西
道
路
は
、
府
知
事
に
も

要
望
し
て
い
る
が
、
府
道
と
し
て
整
備

す
る
場
合
に
は
、
宇
治
市
域
に
も
入
っ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

宇
治
市
も
土
地
利
用
を
見
直
す
考
え

も
あ
る
よ
う
な
の
で
、
協
議
し
な
が
ら

府
に
も
粘
り
強
く
要
望
し
た
い
。

公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定
は
、

国
に
補
助
金
も
お
願
い
し
、
地
域
に

と
っ
て
望
ま
し
い
公
共
交
通
網
の
姿
を

明
確
に
し
、
交
通
事
業
者
、
住
民
、
行

政
が
三
位
一
体
で
作
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
三
菱
食
品
が
２
０
１
９
年
開

業
を
目
指
し
て
工
事
さ
れ
て
お
り
、
松

井
山
手
か
ら
の
バ
ス
が
中
書
島
に
向
か

う
新
し
い
バ
ス
路
線
も
大
変
大
事
で
あ

り
、
バ
ス
会
社
と
協
議
し
た
い
。

産
業
立
地
促
進
ゾ
ー
ン
の
整
備
に
あ

わ
せ
て
、
第
２
京
阪
道
路
か
ら
国
道
��

号
線
を
つ
な
ぐ
東
西
道
路（
延
長
約
１
・

４
キ
ロ
、
幅
員
��
ｍ
）
を
考
え
て
い
る
。

都
市
整
備
課
長

総
合
計
画
で
は
、
�0
年
で
最
低
１
つ
、

こ
ど
も
園
化
と
し
て
い
た
が
、
東
角
の

教
育
な
ど
問
題
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、

前
倒
し
で
着
手
す
る
。

と
う
ず
み
こ
ど
も
園
は
、
平
成
30
年

度
に
調
査
・
設
計
、
平
成
3�
年
に
施
設

整
備
し
、
平
成
3�
年
度
中
の
開
園
を
目

指
す
。

み
ま
き
こ
ど
も
園
は
、
平
成
3�
年
に

実
施
設
計
に
取
り
か
か
り
た
い
。

町　
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

৽
ࢢ
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　　悦子 議員

議
員
団
で
視
察
し
た
熊
取
町
で
は
、

す
べ
て
の
審
議
会
の
情
報
を
可
能
な
限

り
公
開
し
て
い
る
。

本
町
の
審
議
会
の
開
催
告
知
や
結
果

報
告
の
公
表
状
況
は
。

認
定
審
査
決
定
が
遅
れ
た
場
合
、
利

用
者
や
施
設
な
ど
へ
の
影
響
は
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
呼
び
か
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
。

介
護
認
定
が
１
カ
月
か
ら
３
カ
月
以

上
遅
れ
て
い
る
。
施
政
方
針
の
「
原
因

と
迅
速
な
認
定
に
向
け
た
取
組
み
」
と

は
。

町
の
認
定
審
査
の
遅
れ
に
よ
っ
て
、

事
業
所
や
個
人
に
多
大
な
財
政
的
な
負

担
を
か
け
て
い
る
。

宇
治
田
原
町
や
井
手
町
の
空
き
を
待

つ
と
い
う
、
の
ん
び
り
し
て
い
る
場
合

で
は
な
い
。

介
護
保
険
の
認
定
は
、
��
日
で
結
果

を
出
し
、
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
を

つ
な
い
で
い
く
と
い
う
の
が
基
本
だ
。

町
独
自
で
認
定
審
査
会
を
設
置
す
る

改
善
策
を
求
め
る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

審
議
会
等
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
じ
て

規
則
、
要
綱
等
で
定
め
て
い
る
会
議
等

は
、
公
開
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
の
会
議
は
公
開
し
て
い
る

が
、
会
議
開
催
の
告
知
、
結
果
の
公
表

を
し
て
い
る
会
議
は
多
く
は
な
い
。

ま
た
、
傍
聴
が
な
い
た
め
資
料
配
布

案
内
の
仕
組
み
的
に
は
可
能
。
選
択

部
分
も
あ
る
の
で
、
検
討
し
た
い
。

認
定
調
査
は
、
通
常
時
２
人
の
嘱
託

員
で
対
応
し
て
い
る
。
昨
年
１
名
が
退

職
し
、
調
査
員
資
格
を
持
つ
職
員
に
よ

判
定
結
果
が
暫
定
サ
ー
ビ
ス
よ
り
軽

く
な
っ
た
場
合
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

決
定
部
分
し
か
公
的
に
は
給
付
さ
れ
な

い
た
め
、
超
過
部
分
に
つ
い
て
は
利
用

者
の
全
額
負
担
に
な
る
。

施
設
の
場
合
は
、
判
定
結
果
が
出
る

ま
で
給
付
費
の
請
求
が
で
き
な
い
た
め
、

ຊொͷհޢอݥΜΓா

事
業
所
が
そ
の
分
を
負
担
す
る
こ
と
に

な
る
。

非
常
に
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
と

い
う
と
こ
ろ
で
は
、
申
し
訳
な
く
思
っ

て
い
る
。

独
自
と
い
う
よ
り
も
、
井
手
町
や
宇

治
田
原
町
の
空
き
を
お
願
い
し
て
い
る
。

京
都
府
に
は
、
審
査
会
の
医
師
に
認

定
の
人
数
を
増
や
し
て
い
た
だ
け
な
い

か
と
の
、
働
き
か
け
も
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

で
き
る
だ
け
早
く
、
件
数
が
軽
減
で

き
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
動
い
て
い

き
た
い
。

町　
長

住
民
福
祉
課
長

住
民
福
祉
課
長

に
つ
い
て
、
考
え
た
こ
と
が
な
い
会
議

も
あ
る
。

積
極
的
な
公
表
に
つ
い
て
は
、
何
が

考
え
ら
れ
る
か
検
討
し
た
い
。

る
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

認
定
調
査
や
審
査
会
に
提
出
す
る
調
査

書
作
成
事
務
等
に
支
障
が
生
じ
、
予
定

し
て
い
た
審
査
会
に
提
出
す
る
件
数
枠

を
大
き
く
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

一問一方ࣜ

行
財
政
課
長

行
財
政
課
長

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

શ
৹
ٞ
ձ

ͷ
։
࠵
ࠂ
ɾ

݁
Ռ
は
ެ
ද
͢

͖
Ͱ
は

ੵ
ۃ
త
ͳ
ެ
ද
に

ͭ
い
て

ݕ
౼
し
ͨ
い

QA QA QA

介
護
認
定
が
遅
れ
て
い
る
が

原
因
と
迅
速
な
取
組
み
は

認
定
人
数
の
増
員
を

府
に
お
願
い
し
て
い
る

QA QA QA
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土
浦
市
（
人
口
�3
万
９
５
５
１
人
、

面
積
１
２
２
・
��
㎢
）
は
、
茨
城
県
南

部
の
中
核
都
市
。

タ
ク
シ
ー
協
同
組
合
主
体
の
協
同
事
業

バ
ス
の
利
用
者
が
減
り
、
路
線
が
縮

小
さ
れ
た
こ
と
か
ら
移
動
手
段
の
確
保

が
困
難
に
な
っ
た
た
め
、
高
齢
者
向
け

サ
ー
ビ
ス「
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
土
浦
」

を
、
土
浦
地
区
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合
が

主
体
と
な
り
事
業
化
し
た
。

佐
野
市
（
人
口
��
万
９
７
９
５
人
、

面
積
３
６
５
・
0�
㎢
）
は
、
関
東
平
野

の
北
端
、
栃
木
県
の
南
西
部
に
位
置
。

代
替
措
置
の
タ
ク
シ
ー
券
配
布

路
線
バ
ス
の
廃
止
に
伴
う
代
替
措
置

と
し
て
事
業
を
開
始
し
た
。

利
用
対
象
者
は
��
歳
以
上
の
方
。
利

用
方
法
は
、
病
院
な
ど
に
通
院
す
る
際

の
料
金
支
払
時
、
タ
ク
シ
ー
券
と
の
差

額
を
運
転
手
へ
渡
す
。
タ
ク
シ
ー
料
金

と
助
成
額
の
差
額
は
自
己
負
担
。

助
成
額
は
、
年
間
４
０
０
円
／
枚
×

�0
枚（
乗
車
�
回
に
つ
き
�
枚
使
用
可
・

料
金
１
５
０
０
円
以
上
の
場
合
は
２
枚

使
用
可
）。

高
齢
者
福
祉
施
策
の
充
実

平
成
��
年
度
の
対
象
者
数
は
２
万
２

１
４
３
人
で
、
交
付
人
数
は
４
９
５
３

人
。
ま
た
、
外
出
支
援
事
業
と
し
て
、

市
営
バ
ス
１
回
の
乗
車
に
つ
き
１
５
０

円
の
助
成
券
（
バ
ス
の
普
通
運
賃
一
律

３
０
０
円
）
を
年
間
�0
枚
交
付
す
る
。

高
齢
者
福
祉
事
業
に
は
、
様
々
な
方

法
が
あ
り
、
今
後
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
で
あ
る
と
感
じ
た
。

会
派
構
成

町
議
会
の
会
派
構
成
に
つ
い
て
、
紹

介
し
ま
す
。（
４
月
１
日
現
在
）

公こ
う

明め
い

党と
う

議ぎ

員い
ん

団だ
ん　

　
　

◎
岩
田　

芳
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
川　

和
子

日に

本ほ
ん

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

議ぎ

員い
ん

団だ
ん　

◎
巽　
　

悦
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
野
ま
す
み

緑り
ょ
く

風ふ
う

会か
い　
　
　
　
　
　

◎
塚
本
五
三
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
口　

浩
嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
貴　

惠
太

く
み
や
ま　
み
ら
い　

◎
島　
　

宏
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
田　

孝
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

吉
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

義
裕

久く

御み

山や
ま

政せ
い

策さ
く

研け
ん

究き
ゅ
う

会か
い　

◎
中
井　

孝
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　
　

大
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
尾　
　

憲

＊
◎
印
は
代
表
者
。

＊
会
派
は
、
町
政
に
つ
い
て
同
じ
考
え

や
意
見
を
も
っ
た
議
員
の
集
合
体
。

利
用
対
象
者
は
��
歳
以
上
の
高
齢
者

及
び
そ
の
介
助
者
で
、
市
内
を
４
地
区

に
分
け
、
料
金
を
６
０
０
円
、
１
２
０

円
に
設
定
し
た
。

総
合
的
な
高
齢
者
支
援
の
た
め
に

こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
の
移
動
手
段

の
確
保
の
ほ
か
、
外
出
機
会
の
増
加
に

よ
る
健
康
の
維
持
・
増
進
、
買
い
物
の

頻
度
増
に
伴
う
市
街
地
活
性
化
や
高
齢

者
の
交
通
事
故
の
減
少
等
に
も
繋
が
る

と
考
え
、
初
年
度
設
備
費
に
対
し
、
補

助
金
を
交
付
。

現
在
は
、
会
員
数
１
０
０
０
人
、
年

間
利
用
者
数
１
万
８
０
０
０
人
を
超
え

て
い
る
。

課
題
は
、
①
事
業
収
支
黒
字
化
②
増

加
す
る
利
用
者
へ
の
対
応
③
利
用
対
象

者
の
拡
大
な
ど
の
要
望
へ
の
対
応
④
市

負
担
額
の
抑
制
な
ど
で
、
事
業
者
と
連

携
し
、
効
率
的
な
運
行
、
経
営
状
況
の

改
善
に
つ
い
て
の
検
証
が
必
要
と
の
こ

と
。運

行
費
用
、
市
の
助
成
費
用
、
利
用

者
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
必

要
だ
と
感
じ
た
。

Ӝࢢにて

佐さ

野の

市し

（
栃
木
県
）　　
₂
月
₂
日

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

委
員
会

視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視
察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

視 

察 

報 

告

公
共
交
通
調
査
特
別
委
員
会

土つ
ち

浦う
ら

市し

（
茨
城
県
）　　
₂
月
₁
日

の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
土
浦

にてࢢࠤ
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Ｆｕ
ｊ
ｉｓａｗａ 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン

Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｓ
ａ
ｗ
ａ 

Ｓ
Ｓ
Ｔ
（
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
）
は
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク（
株
）の
工
場
跡
地
を

有
効
活
用
で
き
る
よ
う
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。

面
積
約
��
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
一
戸

建
て
６
０
０
軒
、
４
０
０
戸
の
集
合
住

宅
が
あ
り
、
３
０
０
０
人
が
生
活
で
き
、

敷
地
全
体
で
一
つ
の
自
治
会
の
役
割
を

ぬ
ま
ｊ
ｏ
ｂ
フ
ェ
ア

ぬ
ま
ｊ
ｏ
ｂ
フ
ェ
ア
は
、
今
年
が
２

回
目
で
、
沼
津
市
が
主
催
と
な
り
若
年

者
就
労
支
援
事
業
と
し
て
、
合
同
就
職

面
接
会
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。

沼
津
市
に
は
、
企
業
が
約
１
万
社
あ

り
、
今
回
の
参
加
企
業
は
、
沼
津
市
内

の
約
30
社
、
参
加
者
は
約
１
２
０
人
。

今
回
の
フ
ェ
ア
は
、
面
接
会
だ
け
で

は
な
く
、
応
募
書
類
・
面
談
対
策
ブ
ー

ス
を
設
置
し
、
専
門
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
が
、
書
類
作
成
の
手
伝
い

を
し
て
い
た
。

ま
た
、
就
活
お
役
立
ち
セ
ミ
ナ
ー
と

い
う
こ
と
で
、
職
業
興
味
検
査
を
お
こ

な
い
、
自
己
理
解
を
深
め
、
就
活
に
生

か
せ
る
よ
う
に
努
め
る
な
ど
、
市
が
住

民
の
た
め
に
精
一
杯
協
力
し
て
い
る
こ

と
を
強
く
感
じ
た
。

情
報
の
公
開
・
共
有
の
徹
底

情
報
の
公
開
・
共
有
も
「
協
働
憲
章
」

の
重
要
な
柱
で
あ
る
。

町
の
審
議
会
等
の
会
議
（
審
査
・
審

議
・
調
査
・
諮
問
等
）
は
、
原
則
公
開

と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
開
催
す
る

会
議
日
・
会
議
内
容
の
報
告
な
ど
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
て
い
る
。

久
御
山
町
で
は
、
現
在
、
全
て
の
会

議
等
の
公
開
・
報
告
は
行
っ
て
い
な
い
。

視
察
で
は
、
住
民
と
の
情
報
の
共
有

の
重
要
性
を
再
確
認
で
き
た
。
今
後
も

住
民
へ
の
情
報
の
公
開
を
求
め
て
い
く
。

果
た
し
て
い
る
。

地
域
に
は
、
老
人
ホ
ー
ム
、
各
種
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
保
育
所
、
学
習
塾
が
一
体

と
な
っ
た
複
合
施
設
も
設
置
。

現
地
も
視
察
し
た
が
、
防
災
対
策
を

し
な
が
ら
、
静
か
で
環
境
に
も
優
し
い

街
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

み
ん
な
が
主
役
と
な
り
、
協
働
・
参

画
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
、

熊
取
町
（
面
積
��
・
��
㎢
、
人
口
４
万

３
９
２
４
人
）
を
視
察
し
た
。

「
協
働
憲
章
」
を
策
定

平
成
��
年
３
月
、
熊
取
町
は
「
住
民

み
ん
な
が
主
役
」
を
柱
と
す
る
「
協
働

憲
章
」
を
策
定
し
た
。
そ
し
て
、
�0
月

に
は
推
進
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

基
本
的
な
考
え
方
は
、
①
共
通
の
目

標
設
定
②
情
報
の
公
開
・
共
有
③
相
互

尊
重
・
対
等
な
関
係
な
ど
で
あ
る
。

行
政
の
下
請
け
に
は
な
ら
な
い

協
働
の
形
態
で
は
、
町
行
政
が
住
民

や
団
体
等
に
業
務
委
託
し
て
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

業
務
委
託
は
、
財
政
不
足
を
理
由
と

し
た
「
行
政
の
下
請
け
」
に
は
な
ら
な

い
こ
と
や
、
十
分
な
協
議
と
調
整
を
お

こ
な
う
こ
と
を
留
意
事
項
と
し
た
。

平
成
��
年
８
月
、町
は
「
協
働
憲
章
」

の
具
体
化
と
し
て
「
住
民
提
案
協
働
事

業
制
度
」
を
策
定
し
た
。

こ
れ
は
、
町
が
審
査
の
う
え
、
提
案

し
た
住
民
団
体
（
住
民
や
団
体
等
の
自

発
的
・
継
続
的
な
公
益
活
動
を
実
施
）

と
連
携
す
る
協
働
事
業
で
あ
る
。

藤ふ
じ

沢さ
わ

市し

（
神
奈
川
県
） 

ù
月
９
日

沼ぬ
ま

津づ

市し

（
静
岡
県
） 

ù
月
ø÷
日

熊く
ま

取と
り

町ち
ょ
う

（
大
阪
府
） 

ù
月
øú
日

く
み
や
ま 

み
ら
い

日
本
共
産
党
議
員
団

ʮັྗΛൃ৴͢ΔۀࣄಇڠऔொॅຽఏҊ۽
ʯʢொ̝̥ΑΓʣۀࣄ

౻ࢢにて

会
派
研
修
レ
ポ
ー
ト

会
派
研
修
レ
ポ
ー
ト
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３
月
定
例
会
で
、
平
成
30
年
度

の
予
算
な
ど
の
議
案
を
審
議
精
査

し
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。安

心
・
安
全
な
住
み
よ
い
街
づ

く
り
め
ざ
し
、
議
員
一
同
、
よ
り

一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
田
口　

浩
嗣
）

ฤ 

ू 

 ޙ

ه

【
広
報
広
聴
委
員
会
】

委
員
長　
　
　
　

信
貴　

惠
太

副
委
員
長　
　
　
　

松
本　

義
裕

委　
　

員　
　
　
　

松
尾　
　

憲

　
　
　
　
　
　
　
　

田
口　

浩
嗣

　
　
　
　
　
　
　
　

内
田　

孝
司  

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
田　

芳
一

　
　
　
　
　
　
　
　

巽　
　

悦
子
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「こんな機会はいいね」
久
御
山
町
議
会
は
、
佐
山
小
学
校
、
東
角
小
学

校
及
び
久
御
山
中
学
校
の
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
み
な

さ
ん
と
懇
談
し
ま
し
た
。

３
回
の
懇
談
で
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
方
々
、
議

員
延
べ
60
人
が
参
加
し
、
学
校
、
通
学
路
、
放
課

後
の
こ
と
な
ど
色
々
な
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

「こんな機会はいいね」ＰＴＡ役員と
議員の懇談会
ＰＴＡ役員と
議員の懇談会

2/5
佐山小学校 参加／PTA役員：15人

　　　議員：9人

・正門の開閉時間について。
・中学校の完全給食での給食時間について。
・通学路の危険な箇所がある。
・のってこタクシーの乗車時間について。
・ボール遊びをする公園がない。
・子どもの携帯電話の所持について。
・議員さんとの懇談はよかった。

主な意見

2/24
東角小学校 参加／PTA役員：10人

　　　議員：5人

・土曜塾の開催回数について。
・不審者の対策について。
・中学校の給食の量について。
・保護者会活動などで何かあれば、すぐに対応
　できる体制について。
・通学路の危険な箇所について。
・地下道付近の水路の安全性について。

主な意見

2/14
久御山中学校 参加／PTA役員：12人

　　　議員：9人

・児童や生徒の安全について。
・通学路で、朝は車が渋滞しているところや
　一方通行で危険なところがある。
・くみやまマラソンの時期について。
　（クラブ対抗試合と重なるため）
・クラブ活動について。
・「議会だより」はパラパラと見ている。

主な意見

後
の
こ
と
な
ど
色
々
な
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
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表
紙
の
「
く
み
や
ま
」
を
書
い

た
の
は
日
野
こ
な
つ
さ
ん
で
す
。

佐山小学校２年生
日野こなつさん

好
き
な
教
科
は
図
工
と
体
育
で
、

レ
ゴ
を
組
み
立
て
た
り
絵
を
書
い

た
り
す
る
の
が
大
好
き
で
、
休
み

時
間
や
帰
宅
後
も
お
絵
書
き
を
し

て
い
ま
す
。

跳
び
箱
は
な
ん
と
６
段
ま
で
跳

べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

将
来
の
夢
は
、
ケ
ー
キ
屋
さ
ん

で
、
綺
麗
で
可
愛
ら
し
い
ケ
ー
キ

を
作
り
た
い
と
、
素
敵
な
笑
顔
で

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

このまち
このひと
No.19

自
称
・
落
ち
こ
ぼ
れ
　 

が
セ
ク
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
に

落
ち
こ
ぼ
れ
　

落
ち
こ
ぼ
れ
　

落
ち
こ
ぼ
れ
　
さ

落
ち
こ
ぼ
れ
　が
セ
ク
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
に

が
セ
ク
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
に

落
ち
こ
ぼ
れ
　
さん

自
称
・
落
ち
こ
ぼ
れ
の
高
校
�
年
生

が
、
３
年
後
に
は
１
０
０
人
以
上
を
率

い
る
橘
高
校
の
吹
奏
楽
部
木
管
セ
ク

シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
に
。
今
回
は
、
そ

の
田
口
あ
す
か
さ
ん
に
直
撃
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
た
ら
え
え

田
口
さ
ん
が
フ
ル
ー
ト
と
出
会
っ
た

の
は
、
中
学
１
年
生
の
時
で
す
。
中
学

校
に
入
学
し
た
ら
運
動
部
に
入
る
予
定

だ
っ
た
の
で
す
が
、
友
だ
ち
に
誘
わ
れ

て
吹
奏
楽
部
に
入
り
ま
し
た
。

は
じ
め
、
田
口
さ
ん
は
、
卒
業
と
同

時
に
吹
奏
楽
部
は
や
め
る
つ
も
り
で
し

た
。そ

ん
な
思
い
を
引
き
止
め
た
の
は
、

偶
然
誘
っ
て
も
ら
っ
た
橘
高
校
吹
奏
楽

部
の
定
期
演
奏
会
で
、
演
奏
に
感
動
し

た
こ
と
と
、
お
客
さ
ん
の
笑
顔
で
し
た
。

「
自
分
も
橘
高
校
で
お
客
さ
ん
を
笑

顔
に
さ
せ
た
い
！
」
と
の
意
思
は
固
く
、

進
路
指
導
の
先
生
か
ら
の
他
高
校
受
験

の
助
言
に
も
納
得
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
た
ら
え
え
。

そ
の
代
わ
り
途
中
で
や
め
た
ら
ダ
メ
」

と
の
両
親
の
言
葉
が
、
そ
の
後
の
高
校

受
験
や
、
高
校
１
年
生
で
の
挫
折
を
支

え
ま
し
た
。

米
・
ロ
ー
ズ
パ
レ
ー
ド
で
大
役
果
た
す

田
口
さ
ん
が
高
校
１
年
生
の
時
に
は
、

吹
奏
楽
部
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
全

国
大
会
で
金
賞
、
２
年
生
と
３
年
生
の

時
は
、
関
西
大
会
で
金
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

そ
の
成
果
が
認
め
ら
れ
、
今
年
１
月
、

世
界
最
高
峰
と
い
わ
れ
て
い
る
米
・

ロ
ー
ズ
パ
レ
ー
ド
に
出
場
し
、
そ
こ
で

田
口
さ
ん
は
、
木
管
セ
ク
シ
ョ
ン
リ
ー

ダ
ー
の
大
役
を
果
た
し
ま
し
た
。

「
苦
労
を
乗
り
越
え
た
ら
楽
し
い
こ

と
が
待
っ
て
い
ま
す
！
」
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